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
％
の
研
究
者
が

　
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
利
用

　
　
　
ア
カ
デ
ミ
ア
で
高
い
関
心

　
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
国
内
で
の
普
及

は
著
し
く
、
日
本
人
ユ
ー
ザ
ー
数
は
、
ア

メ
リ
カ
、
イ
ン
ド
に
続
き
第
３
位
を
誇
っ

て
い
ま
す
。
カ
ク
タ
ス
が
研
究
者
９
６
９

名
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
研

究
者
の

％
が
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
利
用

経
験
が
あ
り
、
ア
カ
デ
ミ
ア
内
で
の
関
心

の
高
さ
が
伺
え
ま
す
。

　
「
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
で
論
文
が
書
け

た
」
と
い
っ
た
報
道
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま

す
が
、
こ
う
し
た
情
報
と
は
裏
腹
に
、

私
た
ち
が
足
を
使
っ
て
研
究
者
の
方
々

に
お
話
を
伺
う
と
、
「
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ

は
ち
ょ
っ
と
し
た
文
章
生
成
に
は
使
う

が
、
論
文
を
書
く
な
ど
研
究
の
重
要
な
局

面
で
は
役
に
立
た
な
い
」
と
い
う
意
見
を

聞
く
こ
と
の
ほ
う
が
多
い
印
象
で
す
。
こ

の
理
由
に
は
、
現
在
の
生
成
Ａ
Ｉ
技
術
の

限
界
と
、
研
究
そ
の
も
の
の
性
質
の
、
両

方
が
関
係
し
て
い
る
と
私
た
ち
は
考
え
て

い
ま
す
。

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
万
能
選
手
？

よ
く
あ
る
活
用
の
例

　
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
い
わ
ば
Ａ
Ｉ
の

万
能
選
手
で
、
プ
ロ
ン
プ
ト
（
指
示
）
次

第
で
様
々
な
タ
ス
ク
に
対
応
で
き
る
点
が

魅
力
で
す
。
研
究
場
面
で
は
、
例
え
ば
以

下
の
よ
う
な
種
類
の
タ
ス
ク
が
可
能
で

す
。

　
【
調
べ
る
・
読
む
】
情
報
の
検
索
、
既

存
概
念
の
確
認
、
論
文
を
効
率
的
な
読
解

　
【
書
く
】
抄
録
の
作
成
、
原
稿
の
翻
訳

・
校
正
、
研
究
の
サ
マ
リ
ー
作
成

　
【
分
析
す
る
・
ま
と
め
る
】
ア
イ
デ
ィ

ア
出
し
、
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
作
成
、
分
析
の

コ
ー
ド
作
成

　
中
で
も
、
私
た
ち
が
一
番
研
究
者
の
方

か
ら
よ
く
聞
く
利
用
場
面
は
「
英
語
論
文

を
日
本
語
で
要
約
し
て
素
早
く
読
む
」
で

す
。

プ
ロ
ン
プ
ト
作
成
の
難
し
さ

　
し
か
し
、
そ
の
プ
ロ
ン
プ
ト
作
成
が

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
一
番
の
難
し
さ
で
も

あ
り
ま
す
。
Ａ
Ｉ
へ
の
指
示
の
出
し
方
に

は
コ
ツ
が
あ
り
、
指
示
を
間
違
え
る
と
的

外
れ
な
回
答
が
返
っ
て
く
る
こ
と
も
よ
く

あ
り
ま
す
。
研
究
者
間
で
成
功
し
た
プ
ロ

ン
プ
ト
を
共
有
し
あ
う
な
ど
、
効
果
的
な

利
用
方
法
が
研
究
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で

も
模
索
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
研
究
利
用
に

　
　
　
　
　
　
　
限
界
が
あ
る
理
由

　
そ
れ
で
も
冒
頭
の
よ
う
に
研
究
者
の

多
く
が
、
現
時
点
で
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の

研
究
利
用
に
限
界
を
感
じ
て
い
る
の
は
な

ぜ
な
の
で
し
ょ
う
か
？
　
機
密
デ
ー
タ
の

取
り
扱
い
や
回
答
の
不
正
確
性
と
い
っ
た

技
術
的
な
問
題
以
前
に
、
そ
れ
は
研
究
と

い
う
も
の
の
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

高
さ
に
起
因
し
て
い
る
と
私
は
考
え
て
い

ま
す
。
研
究
は
人
類
に
と
っ
て
未
知
の
物

事
、
新
規
性
の
高
い
ア
イ
デ
ィ
ア
や
概
念

を
扱
う
活
動
で
あ
る
一
方
で
、
Ａ
Ｉ
は
既

知
の
事
実
や
既
存
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
回

答
す
る
も
の
で
す
。
だ
か
ら
、
ま
だ
こ
の

世
に
存
在
し
て
い
な
い
新
し
い
知
識
を
生

み
出
す
仕
事
に
対
し
て
、
価
値
の
あ
る
回

答
を
提
供
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
の

で
す
。

研
究
者
と
生
成
Ａ
Ｉ
の

　
　
　
　
　
ベ
ス
ト
な
バ
ラ
ン
ス

　
現
時
点
の
生
成
Ａ
Ｉ
技
術
を
研
究
で

活
用
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
単
純
な
知
的
作

業
や
煩
雑
な
タ
ス
ク
に
利
用
場
面
を
限
る

こ
と
で
す
。
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
思
考
や

価
値
判
断
を
研
究
者
自
身
が
行
い
、
人
間

が
思
考
し
た
内
容
を
も
と
に
、
Ａ
Ｉ
に
最

適
な
回
答
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
さ
せ
、
そ
の

結
果
を
ま
た
人
が
評
価
・
修
正
し
て
ま
と

め
る
の
が
、
現
時
点
で
の
理
想
的
な
利
用

方
法
と
言
え
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
生
成
Ａ
Ｉ
は
日
々
刻
々
と

進
化
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
開
発
す
る

Ａ
Ｉ
論
文
執
筆
ツ
ー
ル
「
Ｐ
ａ
ｐ
ｅ
ｒ
ｐ

ａ
ｌ
（
ペ
ー
パ
ー
パ
ル
）
」
に
も
、
こ
う

し
た
研
究
支
援
の
現
場
で
得
た
知
見
を
活

用
し
、
生
成
Ａ
Ｉ
技
術
を
安
全
か
つ
有
益

な
方
法
で
導
入
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ＡＩ英文校正ツー
ル「Paperpal（ペ
ーパーパル）」

　本川教授の話「高い標高域の山岳地域にのみ分布
するミミヒミズ属は中国西南部からミャンマーに固
有と考えられてきたため、ベトナム最高峰からの発
見はミミヒミズ属に限らない生物地理学的にも大き
な発見です。今後もベトナムとの共同研究を継続し、
標高域に着目したフィールドワークと、種多様性の
実態解明につなげていきたいです」

　
椎
木
教
授
の
話
「
私
た
ち
は
、
光
や

熱
、
電
気
な
ど
の
外
部
刺
激
に
対
し
て

細
胞
や
細
菌
が
出
す
物
理
信
号
に
着
目

し
た
、
新
し
い
検
出
原
理
の
開
発
を
行

っ
て
い
ま
す
。
特
に
本
開
発
は
、
食
の

み
な
ら
ず
、
医
療
、
創
薬
、
公
衆
衛
生

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
展
開
で
き
る

た
め
、
デ
バ
イ
ス
化
を
含
め
検
査
法
と

し
て
の
確
立
を
目
指
し
て
研
究
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　
一
般
生
菌
数
は
、
食
品
の
細
菌
汚
染
レ
ベ

ル
を
評
価
す
る
最
も
重
要
な
指
標
の
一
つ

で
、
寒
天
や
シ
ー
ト
状
の
培
地
に
形
成
さ
れ

た
コ
ロ
ニ
ー
を
数
え
る
こ
と
で
測
定
す
る
。

学
校
給
食
や
食
品
工
場
の
検
査
項
目
の
一
つ

だ
。
し
か
し
、
こ
の
検
査
法
で
は
培
養
に


時
間
か
か
る
た
め
、
検
査
結
果
が
商
品
出
荷

後
に
判
明
す
る
と
い
う
致
命
的
な
問
題
が
あ

っ
た
。

　
大
阪
公
立
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
の
池

田
光
大
学
院
生
（
博
士
前
期
課
程
２
年
）
、

床
並
朗
大
学
院
生（
博
士
前
期
課
程
１
年
）、

椎
木
弘
教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
電
流

を
用
い
て
一
般
生
菌
数
を
簡
便
に
測
定
す
る

検
査
技
術
を
開
発
し
、
検
査
時
間
を
２
日
か

ら
約
１
時
間
ま
で
、
大
幅
に
短
縮
す
る
こ
と

に
成
功
し
た
。Analytical Chemistry

オ
ン

ラ
イ
ン
速
報
版
に
掲
載
さ
れ
た
。

　
テ
ト
ラ
ゾ
リ
ウ
ム
塩
（
Ｍ
Ｔ
Ｔ
）
は
、
水

に
溶
け
る
分
子
で
、
電
圧
を
加
え
る
と
還
元

さ
れ
て
電
流
を
生
じ
る
性
質
が
あ
る
。ま
た
、

Ｍ
Ｔ
Ｔ
は
細
胞
膜
透
過
性
に
も
優
れ
て
お

り
、
生
菌
細
胞
内
に
侵
入
す
る
と
不
溶
性
の

ホ
ル
マ
ザ
ン
に
変
化
す
る
。

　
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
れ
ら
の
性
質
を
活

か
し
て
、
食
品
サ
ン
プ
ル
か
ら
採
取
し
た
懸

濁
液
に
Ｍ
Ｔ
Ｔ
を
加
え
た
後
、
電
圧
を
加
え

る
こ
と
で
、
生
菌
細
胞
へ
侵
入
せ
ず
懸
濁
液

中
に
残
存
し
た
Ｍ
Ｔ
Ｔ
の
電
流
応
答
か
ら
一

般
生
菌
数
を
測
定
す
る
検
査
技
術
を
開
発
し

た
。

　
顕
微
鏡
で
懸
濁
液
中
の
生
菌
を
観
察
し
た

と
こ
ろ
、
約

～

分
で
Ｍ
Ｔ
Ｔ
が
生
菌
細

胞
へ
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま

た
、
電
流
応
答
の
測
定
に
か
か
る
時
間
は


分
程
度
の
た
め
、
従
来
は
２
日
間
（
約

時

間
）
必
要
だ
っ
た
計
測
時
間
を
約
１
時
間
ま

で
、
大
幅
に
短
縮
し
た
。

　
今
回
開
発
し
た
手
法
に
よ
り
、
工
場
出
荷

前
に
食
品
の
安
全
性
を
確
認
し
、
食
中
毒
を

予
防
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
ま
た
、
電

気
化
学
的
な
検
査
技
術
は
装
置
の
小
型
化
に

有
利
な
た
め
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
セ
ン
サ
ー
の
実

現
も
期
待
さ
れ
る
。
今
後
、
測
定
条
件
の
最

適
化
や
デ
バ
イ
ス
の
作
製
な
ど
、
実
用
化
を

目
指
し
た
研
究
を
展
開
す
る
と
い
う
。

　
横
浜
国
立
大
学
大
学
院
環
境
情
報
研
究
院
の
大
平
敦
子
さ
ん
（
研
究
当
時
大
学
院
生
、
現
在

は
多
摩
六
都
科
学
館
学
芸
員
）と
中
森
泰
三
准
教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
多
摩
六
都
科
学
館
、

名
古
屋
大
学
、
中
部
大
学
と
共
同
で
、
３
０
０
年
以
上
謎
だ
っ
た
発
光
ト
ビ
ム
シ
の
正
体
が
ザ

ウ
テ
ル
ア
カ
イ
ボ
ト
ビ
ム
シ
で
あ
る
こ
と
を
世
界
で
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
。
種
固
有
の
短
い

遺
伝
子
マ
ー
カ
ー
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
照
合
す
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
バ
ー
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
形
態
的
特
徴

か
ら
突
き
止
め
た
。
ト
ビ
ム
シ
が
発
光
す
る
様
子
の
動
画
撮
影
に
世
界
で
初
め
て
成
功
し
、
ザ

ウ
テ
ル
ア
カ
イ
ボ
ト
ビ
ム
シ
が
緑
色
に
光
る
と
い
う
こ
と
を
科
学
的
に
確
か
め
た
。
成
果
は
国

際
学
術
誌
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｔ
ａ
ｘ
ａ
」
８
月
７
日
号
に
掲
載
さ
れ
た
。

ザ
ウ
テ
ル
ア
カ
イ
ボ
ト
ビ
ム
シ

の
外
観
。
右
が
発
光
時
（
大
平

博
士
と
中
森
准
教
授
提
供
）

　
ト
ビ
ム
シ
は
体
長
数
㍉
㍍
の
陸
上
で
は

世
界
最
小
の
発
光
節
足
動
物
で
、
森
林
土

壌
に
多
く
、
公
園
や
神
社
の
土
壌
、
プ
ラ

ン
タ
ー
の
中
に
も
生
息
し
て
い
る
。
ト
ビ

ム
シ
類
の
脚
は
６
本
で
、
腹
部
に
粘
管
と

い
う
特
有
の
器
官
を
も
つ
点
で
昆
虫
と
は

区
別
さ
れ
、
世
界
で
約
９
千
種
、
日
本
で

約
４
百
種
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　
日
本
で
採
取
さ
れ
た
ト
ビ
ム
シ
は
刺
激

を
受
け
て
光
る
様
子
が
世
界
で
唯
一
写
真

に
収
め
ら
れ
、
発
光
生
物
学
の
新
た
な
材

料
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
種

を
特
定
す
る
手
が
か
り
と
な
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
バ

ー
コ
ー
ド
は
得
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
多

く
の
ト
ビ
ム
シ
と
同
様
に
分
類
学
的
な
混

乱
か
ら
種
名
の
決
定
に
は
至
っ
て
い
な
か

っ
た
。

　
今
回
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
発
光
ト
ビ
ム

シ
の
正
体
を
解
明
す
る
た
め
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
バ

ー
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
形
態
的
特
徴
か
ら
ザ

ウ
テ
ル
ア
カ
イ
ボ
ト
ビ
ム
シ
で
あ
る
こ
と

を
突
き
止
め
た
。
発
効
す
る
ト
ビ
ム
シ
の

記
録
は
１
７
０
９
年
に
出
版
さ
れ
た
日
本

最
初
の
本
草
学
書
「
大
和
本
草
」
に
登
場

し
て
お
り
、
同
節
足
動
物
が
そ
の
正
体
の

可
能
性
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
独
自
に
考
案
し
た
方
法
で
、
東

京
都
～
沖
縄
県
で
採
集
さ
れ
た
計

種
の

発
光
能
を
試
験
し
、
既
知
種
の
中
か
ら
新

た
に
３
種
、
計
４
種
の
発
光
ト
ビ
ム
シ
が

日
本
に
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
。

　
さ
ら
に
音
響
装
置
を
用
い
、
誰
で
も
同

じ
よ
う
に
刺
激
を
与
え
る
こ
と
で
、
一
定

の
精
度
で
発
光
能
を
評
価
で
き
る
手
法
を

考
案
。
ザ
ウ
テ
ル
ア
カ
イ
ボ
ト
ビ
ム
シ
と

は
別
系
統
（
別
の
亜
科
）
の
ア
ミ
メ
イ
ボ

ト
ビ
ム
シ
属
に
も
発
光
種
が
い
る
こ
と
を

発
見
し
た
。

　
日
本
の
ア
ミ
メ
イ
ボ
ト
ビ
ム
シ
属
の
す

べ
て
の
既
知
種
に
つ
い
て
発
光
能
を
試
験

し
た
結
果
、チ
ビ
ア
ミ
メ
イ
ボ
ト
ビ
ム
シ
、

オ
レ
ン
ジ
イ
ボ
ト
ビ
ム
シ
は
発
光
し
な
か

っ
た
。
一
方
で
ア
ミ
メ
イ
ボ
ト
ビ
ム
シ
属

の
一
種
（Vitronura giselae

）
と
ク
ニ
ガ

ミ
イ
ボ
ト
ビ
ム
シ
は
発
光
す
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
同
じ
属
の
な
か
に
発
光
種
と
非

発
光
種
が
含
ま
れ
る
と
い
う
の
は
ま
れ
な

事
例
だ
と
い
う
。

　
ま
た
こ
れ
ま
で
誤
っ
て
ザ
ウ
テ
ル
ア
カ

イ
ボ
ト
ビ
ム
シ
と
よ
ば
れ
て
い
た
東
北
産

の
も
の
を
恐
山
で
採
集
さ
れ
た
標
本
に
基

づ
き
、
新
た
に
オ
ニ
イ
ボ
ト
ビ
ム
シ
と
命

名
し
た
。
こ
の
種
が
発
光
す
る
か
ど
う
か

は
未
検
証
。

　
ザ
ウ
テ
ル
ア
カ
イ
ボ
ト
ビ
ム
シ
は
刺
激

を
受
け
て
光
る
ほ
か
、
強
い
刺
激
で
防
御

物
質
も
出
す
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

　
ト
ビ
ム
シ
が
な
ぜ
光
る
の
か
は
ま
だ
わ

か
っ
て
い
な
い
が
、
昆
虫
と
は
別
系
統
で

昆
虫
よ
り
も
古
く
か
ら
地
球
上
に
出
現

し
、
ホ
タ
ル
と
は
独
立
に
発
光
能
を
獲
得

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
発
光
生
物
の
多
様

性
や
起
源
を
解
明
す
る
た
め
の
研
究
材
料

と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

　
大
平
博
士
の
話
「
発
光
ト
ビ
ム
シ
の

研
究
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
日
本
に
発
光
ト
ビ
ム
シ
が

何
種
い
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
地
域

に
分
布
し
て
い
る
か
、
ま
ず
は
調
べ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
京
都
大
学
総
合
博
物
館
の
本

川
雅
治
教
授
、
岡
部
晋
也
研
究

員
、
ベ
ト
ナ
ム
科
学
技
術
ア
カ

デ
ミ
ー
のHai Tuan Bui

研
究

員
、Linh Tu Hoang Le

学
生
、

Ngan Thi Nguyen

学
生
ら
の
国

際
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
ベ
ト
ナ

ム
で
モ
グ
ラ
科
ミ
ミ
ヒ
ミ
ズ
属

の
新
種
を
発
見
し
た
。
ベ
ト
ナ

ム
最
高
峰
の
フ
ァ
ン
シ
ー
パ
ン

山
で
見
つ
か
り
、
こ
れ
ま
で
に

中
国
で
知
ら
れ
る
近
縁
種
と
は

異
な
る
形
態
的
特
徴
を
も
ち
、

遺
伝
的
に
も
分
化
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、新
種Uropsilus fansip

anensis

（
フ
ァ
ン
シ
ー
パ
ン
ミ

ミ
ヒ
ミ
ズ
）
と
し
て
記
載
さ
れ

た
。
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
初
め
て
見

つ
か
っ
た
世
界
で
９
番
目
の
ミ

ミ
ヒ
ミ
ズ
亜
科
の
一
種
だ
。

Zootaxa

に
オ
ン
ラ
イ
ン
掲
載

さ
れ
た
。

　
ミ
ミ
ヒ
ミ
ズ
類
は
、
モ
グ
ラ

と
異
な
り
地
表
や
落
葉
の
下
で

走
り
回
る
生
活
を
し
て
い
る
。

ミ
ミ
ヒ
ミ
ズ
属
は
こ
れ
ま
で
に

８
種
が
知
ら
れ
、
中
国
と
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
山
岳
地
域
に
分
布
し

て
い
る
。

　
京
都
大
学
総
合
博
物
館
と
ベ

ト
ナ
ム
科
学
技
術
院
は
２
０
２

２
年
に
共
同
調
査
を
実
施
し
、

フ
ァ
ン
シ
ー
パ
ン
山
の
標
高
２

９
０
０
㍍
付
近
で
ミ
ミ
ヒ
ミ
ズ

２
個
体
を
初
め
て
捕
獲
す
る
こ

と
に
成
功
し
た
。
岡
部
研
究
員

は
「
ベ
ト
ナ
ム
で
ミ
ミ
ヒ
ミ
ズ

を
捕
獲
し
た
瞬
間
は
喜
び
の
あ

ま
り
頭
が
真
っ
白
に
な
っ
た
。

１
週
間
に
及
ぶ
風
呂
な
し
生
活

が
報
わ
れ
た
気
が
し
た
」
と
い

う
。

　
研
究
チ
ー
ム
は
、
２
個
体
の

形
態
的
特
徴
と
ミ
ト
コ
ン
ド
リ

ア
遺
伝
子
と
核
遺
伝
子
の
塩
基

配
列
を
詳
細
に
調
べ
、
こ
れ
ま

で
に
中
国
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
知

ら
れ
て
い
る
種
と
の
比
較
を
、

文
献
調
査
と
大
英
自
然
史
博
物

館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
タ
イ
プ

標
本
に
基
づ
き
実
施
し
た
。
そ

の
結
果
、
新
種
で
あ
る
こ
と
が

確
定
し
た
。

　
こ
の
新
種
は
、
赤
茶
色
い
背

面
の
体
毛
・
灰
色
の
腹
面
の
体

毛
・
暗
灰
色
の
細
長
い
尾
と
そ

の
基
部
に
ま
ば
ら
な
白
点
・
後

方
に
上
向
く
眼
窩
突
起
・
大
き

な
涙
孔
・
下
顎
の
第
一
小
臼
歯

と
第
三
小
臼
歯
が
ほ
ぼ
同
じ
大

き
さ
な
ど
の
既
知
種
と
は
明
確

に
異
な
る
形
態
的
特
徴
を
も

ち
、
遺
伝
的
に
も
ミ
ミ
ヒ
ミ
ズ

の
既
知
種
と
は
種
と
し
て
の
分

化
が
認
め
ら
れ
た
。

　
山
岳
地
域
に
の
み
分
布
す
る

ミ
ミ
ヒ
ミ
ズ
類
で
は
、
新
種
が

１
０
０
年
近
く
発
見
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
一
方
、

年
と

年

に
相
次
い
で
中
国
か
ら
新
種
が

報
告
さ
れ
、
そ
の
種
多
様
性
が

注
目
を
集
め
て
い
る
。
今
回
の

フ
ァ
ン
シ
ー
パ
ン
ミ
ミ
ヒ
ミ
ズ

の
発
見
は
ベ
ト
ナ
ム
の
山
岳
地

域
の
高
い
生
物
多
様
性
を
示
す

と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
新
種
や

未
確
認
種
の
存
在
を
示
唆
す
る

も
の
だ
。


